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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ネ
ス
音
楽
院
大
学
院
に
在
学
中
の

　
外
川
真
里
亜
さ
ん
が
、

　
　
母
校
の
小
立
小
と
湖
南
中
学
校
で

　
　
　
　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
！

中
村
湖
石
さ
ん
か
ら
書
を
、

　
金
子
政
子
さ
ん
か
ら
押
し
花
絵
を

　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、

　
野
菜
と
花
弁
栽
培
コ
ー
ス
の

　
　
　
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
１
年
生
大
会
で
見
事
優
勝
！

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
し
、

昨
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
マ
ネ
ス

音
楽
院
の
大
学
院
で
学
ん

で
い
る
外
川
真
里
亜
さ
ん（
河

口
在
住
）
が
11
月
21
日
、
母

校
で
あ
る
小
立
小
学
校
と

湖
南
中
学
校
で
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
立
小
学
校
で
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
生
活
の
様
子
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
ピ
ア
ノ
曲
の
名

曲
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
に
、
聴

講
し
た
３
年
生
以
上
の
学
年
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
も
演
奏
。

　
湖
南
中
学
校
で
は
、
ピ
ア
ノ

曲
の
名
曲
な
ど
に
加
え
、
自
作

の
曲
の
弾
き
語
り
な
ど
も
披
露

し
、
母
校
の
子
ど
も
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
第
28
回
山

梨
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
U-

13
個
人

研
修
大
会
、
男
子
ペ
ア
の
部
に
は

2
1
0
ペ
ア
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
の
頂
点

に
湖
南
中
の
渡
辺
優
作
君
と
小

林
郁
也
の
ペ
ア
が
見
事
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
渡
辺
・
小
林
ペ
ア
は
、
来
年
３
月
に
神
奈
川

県
の
相
模
原
市
で
行
わ
れ
る
大
会
に
参
加
す
る
資
格
も

得
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
前
町
文
化
協
会
長
で
書
家

の
中
村
湖
石
さ
ん
（
大
石
地

区
在
住
）
か
ら
素
晴
ら
し
い

書
「
寿
山
聳
」
を
、
押
し
花
絵

作
家
の
金
子
政
子
さ
ん
（
船

津
地
区
在
住
）
か
ら
は
繊
細

で
ほ

の
ぼ

の
す
る
押
し
花
絵
「
懐
か
し
き

か
な
古
の
富
士
山
麓
」
を
町
へ

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
二
氏
の
作
品
は
、
町
長
室

に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

10
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で
の

５
日
間
連
続
で
、
シ
ル
バ
ー

の
理
事
で
も
あ
る
三
浦
理
策

氏
、
外
川
貞
治
氏
、
及
び
シ
ル

バ
ー
会
員
の
高
根
唯
雄
氏
、

小
立
ガ
ー
デ
ン
の
渡
辺
芽
衣

子
氏
を
講
師
に
、
季
節
に
あ

っ
た
野
菜
と
花
弁
の
栽
培
管

理
、
消
毒
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
と
一
般

の
方
を
含
め
た
20
名
が
講
義
を
受
け
た
り
、
町
役
場
周

辺
の
樹
木
の
剪
定
方
法
や
季
節
の
鉢
に
植
え
る
実
習
を

習
得
し
ま
し
た
。

　
町
役
場
周
辺
の
樹
木
も
講
習
生
が
剪
定
し
た
と
は
思

え
ぬ
ほ
ど
き
れ
い
に
仕
上
が
り
、
役
場
を
訪
れ
た
方
々

か
ら
も
「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」

と
か
「
ス
ッ
キ
リ
し
た
ね
」「
ご

苦
労
さ
ん
」な
ど
声
を
か
け
ら
れ
、

「
今
ま
で
は
自
分
勝
手
に
た
だ

枝
を
切
っ
て
い
た
が
、
自
信
が

つ
い
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
充

実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、自
分
で
植
え
た
花
々

の
鉢
を
記
念
に
各
家
庭
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

　
真
如
苑
さ
ん
に
は
昨
年
も
環
境
活
動
に
と
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
過
日
の
誕
生
日
イ
ベ
ン

ト
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
収
益
金
（
22
万
円
）
を
、
町
内

の
全
保
育
所
、
小
中
学
校
及
び

富
士
河
口
湖
高
校
及
び
ふ
じ

ざ
く
ら
支
援
学
校
に
置
く
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
用
ス

ケ
ル
ト
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
回
収
袋
、

そ
し
て
、「
町
う
た
」
制
作
基
金

と
し
て
５
万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
家
庭
倫
理
の
会
山
梨
、
河
口
湖
支
部
（
代
表
：
武
田
千

恵
子
）
か
ら
も
、
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
で
の
バ
ザ
ー
収
益
金

を
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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去
る
11
月
15

日
の
町
制
記
念

日
に
、
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
町
制

施
行
５
周
年
の

記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
行
政

進
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
功

労
者
25
名
、
善
行

者
３
名
、
文
化
賞
１
名
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
６
名

の
皆
さ
ん
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小

佐

野 

常

夫

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
15
年
10
月
20
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
長
を
４
期
16
年
、
富
士
河

口
湖
町
長
を
１
期
４
年
歴
任
し
、
富
士
河

口
湖
町
合
併
に
多
大
な
貢
献
を
す
る
と
共

に
、
初
代
町
長
と
し
て
町
政
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
。
町
長
在
職
中
は
主
に
観
光
振
興

に
貢
献
し
、
国
土
交
通
省
の
観
光
カ
リ
ス

マ
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
町
全
体
を
観
光
の

町
と
し
て
確
立
し
た
。
合
併
後
も
旧
町
村

間
の
地
域
間
格
差
を
解
消
す
る
た
め
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
を
施
策
し
、
町
内
全
域
を
活

性
化
さ
せ
た
。
ま
た
旧
河
口
湖
町
に
お
い

て
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
２
期
６
年
３
ヶ

月
歴
任
し
、
そ
の
間
多
く
の
公
職
を
歴
任

す
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展

に
貢
献
し
た
。

山

本 

和

朝

　
河
口

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
４
月
10
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
収
入
役
を
３
期

11
年
２
ヶ
月
歴
任
、
合
併
後
も
富
士
河
口

湖
町
初
代
収
入
役
と
し
て
１
期
１
年
３
ヶ

月
歴
任
し
、
町
の
公
会
計
制
度
を
よ
く
理

解
し
、
町
の
会
計
管
理
の
責
任
者
と
し
て

会
計
事
務
に
尽
力
さ
れ
た
。
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
後
も
、
特
別
顧
問
を
１
期
１
年
８
ヶ
月

歴
任
し
、
町
長
を
支
え
る
立
場
と
し
て
町

政
発
展
に
貢
献
し
た
。

五

味

キ
ヱ

子

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
14
年
５
月
20
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
母
子
相
談
員
を

８
年
、
女
性
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
委
員
を

４
年
、
結
婚
相
談
員
を
17
年
等
多
く
の
公

職
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
の
福
祉

向
上
に
貢
献
し
た
。
合
併
後
も
結
婚
相
談

員
を
さ
ら
に
２
年
歴
任
し
、
町
の
地
域
振

興
に
貢
献
し
た
。

渡

邉 

美

明 

大
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
14
年
８
月
６
日
生
）

　
足
和
田
村
議
会
議
員
を
１
期
４
年
、
教

育
委
員
会
委
員
を
２
年
、
消
防
委
員
会
委

員
を
４
年
、
消
防
団
長
を
１
年
、
消
防
団
副

団
長
を
１
年
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を

３
年
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
振
興

に
貢
献
し
た
。
合
併
後
も
結
婚
相
談
員
を

務
め
る
な
ど
、
町
の
福
祉
向
上
に
貢
献
し

て
い
る
。

小
佐
野 

盛
義
　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
３
年
１
月
１
日
生
）

　
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
１
期
４
年
・
在

職
中
に
河
口
湖
南
水
道
企
業
団
議
員
、
河

口
湖
治
水
組
合
議
員
、
青
木
ヶ
原
衛
生
セ

ン
タ
ー
議
員
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
等
を
歴
任
し
、
町
政
発
展
に
貢
献

し
た
。
そ
の
後
も
船
津
財
産
区
管
理
委
員

４
年
、
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
議
員
１
年

８
ヶ
月
、
合
併
後
も
区
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
町
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

堀

内 

重

治 

大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
５
年
11
月
30
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
２
期
６
年
、
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委

員
８
年
、
大
石
簡
易
水
道
事
業
運
営
審
議

会
委
員
４
年
、
地
下
水
保
全
審
議
会
委
員

２
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

宮

下 

安

郎 

長
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
５
年
12
月
１
日
生
）

　
旧
足
和
田
村
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
２
期
５
年
７
ヶ
月
、
長
浜
財
産
区
管
理

委
員
５
年
、
文
化
財
審
議
会
委
員
４
年
、
消

防
委
員
会
委
員
２
年
等
多
く
の
公
職
を
歴

任
し
、
多
年
に
わ
た
り
村
政
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
た
。
合
併
後
も
引
き
続
き
農

業
委
員
会
委
員
を
１
年
務
め
る
な
ど
、
町

の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

堀

内

　 
卓

　
大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
６
年
３
月
13
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
１
期
３
年
、
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委

員
12
年
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
４
年
、
大

石
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
地
下
水
保
全

審
議
会
委
員
４
年
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
２
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任

し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
の
た
め
尽

力
し
た
。
合
併
後
も
地
下
水
保
全
審
議
会

委
員
を
２
年
務
め
る
な
ど
町
の
地
域
振
興

に
貢
献
し
た
。

堀

内

　 

眞

　
大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
６
年
３
月
20
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
２
期
６
年
、
大
石
総
合
開
発
委
員
会
委

員
12
年
、
大
石
簡
易
水
道
事
業
運
営
審
議

会
委
員
４
年
、
大
石
財
産
区
管
理
委
員
４

年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ

た
り
町
政
発
展
に
貢
献
し
た
。

渡

邊 

一
　

　
小
立

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
６
年
４
月
15
日
生
）

　
河
口
湖
町
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職

中
小
立
財
産
区
管
理
委
員
、
河
口
湖
南
中

学
校
議
員
、
総
合
開
発
審
議
会
委
員
、
公
共

下
水
道
審
議
会
委
員
、
青
木
ヶ
原
衛
生
セ

ン
タ
ー
議
員
、
監
査
委
員
等
歴
任
し
、
町
政

発
展
に
貢
献
し
た
。
そ
の
後
も
地
下
水
保

全
審
議
会
委
員
８
年
、
温
泉
運
営
審
議
会

２
年
、
小
立
公
園
墓
地
管
理
委
員
１
年
等

多
く
の
公
職
を
歴
任
、
合
併
後
も
温
泉
運

営
審
議
会
委
員
を
２
年
歴
任
す
る
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り
町
の
地
域
発
展
に
貢
献
し

た
。

小
佐
野 

友
市
　
勝
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
１
月
22
日
生
）

　
勝
山
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職
中

青
木
ヶ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー
議
員
、
鳴
沢
村

ほ
か
１
町
２
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
議
員
等
歴
任
し
、
村
政
発
展
に
貢
献
し

た
。
そ
の
後
も
公
平
委
員
会
委
員
４
年
、
選

町
制
施
行
記
念
式
典
で
、
町
政
功
労
者
・
善
行
者
、

　
　
　
　
　
　
　
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
！

長
年
に
渡
る
ご
功
績
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

【
富
士
河
口
湖
町
　
功
労
者
】
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挙
管
理
委
員
会
委
員
４
年
歴
任
し
、
多
年

に
わ
た
り
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

　

野 
な

を

子

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
２
月
１
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
栄
養
改
善
推
進

員
２
年
、
食
生
活
改
善
推
進
員
９
年
、
民
生

委
員
児
童
委
員
会
協
議
会
委
員
３
期
９
年

等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
町
の
地
域
振

興
に
貢
献
し
た
。

小

池 

周

三

　
小
立

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
３
月
７
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
１
期
３
年
、
土
地
利
用
審
議
会
委
員
４

年
、
小
立
地
区
水
道
運
営
審
議
会
委
員
６

年
、
小
立
公
園
墓
地
管
理
会
委
員
１
年
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
３
年
等
多

く
の
公
職
を
歴
任
し
、
町
政
発
展
に
貢
献

し
た
。

渡

邉 

完

彦

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
４
月
８
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
船
津
総
合
開
発

委
員
会
委
員
４
年
、
農
業
委
員
会
委
員
３

期
９
年
、
船
津
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
船

津
公
園
墓
地
管
理
会
委
員
４
年
、
総
合
開

発
審
議
会
委
員
２
年
等
多
く
の
公
職
を
歴

任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

渡

邉 

　

昇

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
５
月
10
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
船
津
総
合
開
発

委
員
会
委
員
４
年
、
教
育
委
員
会
委
員
４

年
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
４
年
、
福
祉
委

員
５
年
２
ヶ
月
務
め
町
政
振
興
の
た
め
に

貢
献
し
た
。
合
併
後
も
引
き
続
き
福
祉
委

員
を
３
年
10
ヶ
月
務
め
ら
れ
、
地
域
の
福

祉
向
上
の
た
め
に
貢
献
し
た
。

三

浦 

司

郎�

　
河
口

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
９
月
27
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
河
口
総
合
開
発

委
員
会
委
員
４
年
、
消
防
委
員
会
委
員
４

年
３
ヶ
月
、
消
防
団
分
団
長
２
年
、
消
防
団

副
団
長
２
年
、
社
会
教
育
委
員
６
年
等
多

く
の
公
職
を
歴
任
し
、
地
域
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
。

三

浦 

相

治

　
大
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
10
月
12
日
生
）

　
旧
足
和
田
村
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
８
年
８
ヶ
月
、
大
嵐
財
産
区
管
理
委
員

４
年
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
委
員

６
年
等
歴
任
し
、
村
政
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
。
合
併
後
も
引
き
続
き
農
業
委
員
会
委

員
を
１
年
歴
任
し
、
町
政
発
展
に
貢
献
し

た
。

梶

原 

増

三�

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
12
月
22
日
生
）

　
河
口
湖
町
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職

中
青
木
ヶ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー
議
員
、
河
口

湖
南
中
学
校
組
合
議
員
、
船
津
財
産
区
管

理
委
員
、
河
口
湖
南
水
道
企
業
団
議
員
、
河

口
湖
治
水
組
合
議
員
等
歴
任
し
、
町
政
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
船
津
地
区

水
道
運
営
審
議
会
委
員
３
年
、
地
下
水
保

全
審
議
会
委
員
２
年
、
総
合
開
発
審
議
会

委
員
２
年
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
１
年
、

公
平
委
員
会
委
員
４
年
等
多
く
の
公
職
を

歴
任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

天

野 

守

人�

　
河
口

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
８
年
１
月
４
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
河
口
総
合
開
発

委
員
会
委
員
10
年
、
農
業
委
員
会
委
員
２

期
６
年
、
河
口
湖
治
水
組
合
議
員
４
年
、
河

口
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
西
深
沢
財
産

区
管
理
委
員
４
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任

し
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

流

石 

清

司�

　
勝
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
８
年
３
月
15
日
生
）

　
勝
山
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職
中

消
防
委
員
会
委
員
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
等
歴
任
し
、
村
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
農
業
委
員
会
委
員

１
期
３
年
、
消
防
委
員
会
委
員
２
年
、
監
査

委
員
４
年
等
歴
任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献

し
た
。

小

佐

野 

　

郎

　
勝
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
８
年
５
月
24
日
生
）

　
勝
山
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職
中

に
河
口
湖
南
水
道
企
業
団
議
員
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
等
歴
任
し
、
村

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
農
業
委
員

会
委
員
１
期
３
年
、
公
平
委
員
会
委
員
４

年
、
自
治
会
長
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、

地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

三

浦 

靖

昌�

　
西
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
８
年
８
月
19
日
生
）

　
足
和
田
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職

中
に
青
木
ヶ
原
外
七
字
及
び
小
合
山
外
七

字
恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管
理
委
員

等
歴
任
し
、
村
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま

た
農
業
委
員
会
委
員
１
期
３
年
、
西
湖
財

産
区
管
理
委
員
６
年
６
ヶ
月
、
消
防
団
副

団
長
１
年
、
消
防
団
長
１
年
等
多
く
の
公

職
を
歴
任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

三

浦 

嘉

　

　
西
湖
南

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
10
月
３
日
生
）

　
足
和
田
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職

中
に
西
湖
財
産
区
管
理
委
員
、
青
木
ヶ
原

外
七
字
及
び
小
合
山
外
七
字
恩
賜
県
有
財

産
保
護
財
産
区
管
理
委
員
等
歴
任
し
村
政

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
農
業
委

員
会
委
員
１
期
３
年
、
消
防
委
員
会
委
員

１
年
８
ヶ
月
歴
任
、
合
併
後
も
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
を
４
年
間
務
め
ら
れ
、
町

政
振
興
に
貢
献
し
た
。

小

林 

昌

子

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
７
年
４
月
15
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
消
費
生
活
相
談

員
３
年
、
船
津
総
合
開
発
委
員
会
委
員
２

年
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員
６
年
、
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
委
員
２
年
、
栄
養
改
善

推
進
員
２
年
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
委

員
６
年
、
食
生
活
改
善
推
進
員
７
年
等
多

く
の
公
職
を
歴
任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献

し
た
。

中

村 

和

行

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
６
年
３
月
11
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
文
化
財
審
議
会

委
員
12
年
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

調
査
会
役
員
５
年
、
庁
舎
等
整
備
検
討
委

員
会
委
員
３
年
６
ヶ
月
等
多
く
の
公
職
を

歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
に
貢

献
し
た
。

流

石 

義

壽

　
勝
山

　
長
年
に
亘
り
、
勝
山
地
区
の
道
路
・
公
共

施
設
等
の
ご
み
拾
い
、
道
路
沿
い
の
花
壇

の
草
取
り
等
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
環

境
美
化
及
び
自
然
環
境
保
全
に
努
め
、
多

【
富
士
河
口
湖
町
　
善
行
者
】



広
報
富
士
河
口
湖

　
５

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

渡

邊 
桂

子

　
小
立

　
町
の
生
涯
学
習
館
に
対
し
図
書
等
の
資

料
購
入
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
付
し
、

町
の
生
涯
教
育
・
文
化
学
術
の
発
展
と
振

興
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
。

梶

原 

正

孝

　
大
石

　
町
の
生
涯
学
習
館
に
対
し
A
V
コ
ー
ナ

ー
へ
の
機
器
購
入
の
た
め
多
額
の
金
品
を

寄
付
し
、
町
の
生
涯
教
育
・
文
化
学
術
の
発

展
と
振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
。

【
富
士
河
口
湖
町
　
文
化
賞
】

金

子 

政

子�

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
27
年
10
月
14
日
生
）

（
押
し
花
）
私
の
花
生
活
・
紙
上
コ
ン
テ
ス

ト
（
２
０
０
８
）
　
金
賞

三

浦 

文

閣

　
船
津

　
　
　
　
　
　
　
　(

昭
和
54
年
８
月
９
日
生)

　
２
０
０
８
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

　
　
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
７
位

三

浦 

宏

也

　
西
湖
南

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
２
年
５
月
30
日
生
）

　
第
23
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会
85
�
級
優
勝

　
平
成
20
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会

85
㎏
級
　
優
勝

　
第
63
回
国
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
会
85
㎏
級
　
優
勝

堀

内 

絢

太�

　
大
石

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
９
月
５
日
生
）

　
（
ボ
ー
ト
競
技
）
第
35
回
全
日
本
大
学
選

手
権
大
会
男
子
舵
手
付
ペ
ア
優
勝
第
86
回

全
日
本
選
手
権
大
会
男
子
舵
手
付
ペ
ア
優

勝渡

邊 

大

規

　
富
士
ヶ
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
５
月
23
日
生
）

　
第
44
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
1
0
0
0
m
優
勝

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
1
0
0
0
m
優
勝

　
平
成
20
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ

ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子

カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
1
0
0
0
m
優
勝

　
第
63
回
国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
大

会

成

年

男

子

カ

ヤ

ッ

ク

シ

ン

グ

ル

2
0
0
m
優
勝

長

田 

英

真

　
富
士
ヶ
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
４
月
８
日
生
）

　
第
44
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
権
大

会
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
リ
レ
ー

４
×
5
0
0
ｍ
優
勝

　
平
成
20
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ

ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア
1
0
0
0
ｍ
優
勝

男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア
5
0
0
ｍ
優
勝

渡

邉 

秀

幸

　
精
進

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
62
年
８
月
２
日
生
）

　
平
成
20
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ

ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
　
男

子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
2
0
0
ｍ
優
勝

　
11
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
５
回
目

の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
、
５
０
０
個
の
風
船

で
華
や
か
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
館
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ

ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
日
本
代

表
の
三
浦
文
閣
君
を
中
心
に
講
話
と
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
浦
君
の
小
中
高
校

時
代
の
体
験
談
や
車
い
す
バ
ス
ケ
と
の
出

合
い
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
話
と

実
際
の
車
い
す
バ
ス
ケ
体
験
を
、
三
浦
君

の
後
輩
で
あ
る
、
富
士
河
口
湖
高
校
の
生

徒
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
外
舞
台
で
は
、
各

種
出
店
の
賑
や
か
な
中
で
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
や
子
ど
も
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
、
そ

し
て
、
船
津
出
身
梶
原
勝
矢
く
ん
の
Ｃ
Ｒ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
会
場
を
更
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、

梶
原
君
と
同
級
生
の
三
浦
文
閣
君
が
飛
び

入
り
参
加
し
、
小
中
学
校
時
代
の
思
い
出

話
し
な
ど
に
華
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た

「
新
メ
ニ
ュ
ー
（
リ
ゾ

ッ
ト
風
お
じ
や
）
」
を

皆
さ
ん
に
試
食
し
て

い
た
だ
き
、
大
好
評

で
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
ス
テ

ラ
舞
台
で
は
、
最
初

に
地
球
子
ど
も
ク
ラ

ブ
の
理
事
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江
森
陽
弘
さ
ん
に
よ

る
巧
み
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
漫
才
協
会

の
重
鎮
・
内
海
桂
子
師
匠
に
よ
る
、
お
し
ゃ

べ
り
と
環
境
ど
ど
い
つ
で
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
続
い
て
船
津
地
区
の
安
来

節
で
は
会
場
を
笑
い
で
包
み
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
い
て
全
校
生
徒
出
演
の
西
浜

中
の
太
鼓
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
１
時

間
た
っ
ぷ
り
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
毎
年
恒
例
の
誕
生
日
大
抽
選

会
、
今
回
も
町
内
の
各
種
団
体
や
企
業
さ

ん
か
ら
の
協
賛
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

い
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
重
大
発
表
。「
町
う
た
」

の
制
作
発
表
と
、「
町
う
た
」
の
曲
を
創
っ

て
い
た
だ
く
「
イ
ル
カ
」
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ

オ
に
よ
る
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
し
て
、
Ｃ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
今
年
の

イ
ベ
ン
ト
を
締
め
ま
し
た
。

井出酒販

大石ワイン用ブドウ生産組合

河口湖商業振興協会

河口湖商工会

河口湖オルゴールの森

河口湖北原ミュージアム

久保田一竹美術館

地ビールレストランシルバンズ

ＪＡ北富士

自然楽校

富士河口湖ふるさと振興財団

富士物産

松山油脂富士河口湖工場

美富士農協

山梨宝石美術館

和紙人形美術館紙わらべの蔵

誕生日大抽選に協賛して
いただいた各種団体・企業

町
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト 

ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
周
辺
で
盛
大
に

【
富
士
河
口
湖
町
　
ス
ポ
ー
ツ
賞
】
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わが町のリサイクル・リユースセンターわが町のリサイクル・リユースセンターわが町のリサイクル・リユースセンター知っていますか？

　私たちの町のリサイクル・リユースセンターは、平成１１年１０月に船津地区に開設して以来リサイクル

活動を展開しています。

　リサイクル・リユースセンターでは、町民のみなさんに環境問題に関心をもっていただくとともに、地

球全体のことのリサイクル活動について考えていただくために始めました。

　開設以来９年が経過し、本町のリサイクル活動がどのような状況になっているかを町民のみなさまに、

リサイクル・リユースセンターに見学に来てくれた小学生からの質問に答えるかたちでご紹介します。

｢リサイクル｣って何なの？　（船津小学校児童から）

　リサイクルとは、もう使えなくなったものを原料に戻して新たな別の製品に作りかえる｢再生利用｣の

ことを言いますが、一般的に使われる｢リサイクル｣には、この他に｢リフューズ；いらないものを拒否す

る｣、｢リデュース；発生抑制｣、｢リペアー；修理｣、｢リユース；再使用｣を含めた｢５Ｒ｣５つのＲを指して使います。

Q

A

リサイクルセンターは何ヶ所あるのですか？　（河口小学校児童から）

　私たちの町には５ヶ所のリサイクルセンターと２ヶ所のリユースセンター（１ヶ所はリサイクルセンタ

ー兼用）があります。下の表及び地図を参考に是非ご利用ください。

Q

A

なぜ｢リサイクル｣を始めたのですか　（小立小学校児童から）

　地球にある森林・石油などの資源には限りがあり、今後も同じように使うと使いつくしてしまうことが

予想されます。資源を守り少しでも長く利用し続けられるように、また、地球環境の保護のためにもリ

サイクルが有効な手段だからです。　

　誰にでもすぐ出来るリサイクルの第一歩が｢ものを大切にする｣ことです。私たちの町でも町民のみなさん

にそんな思いを持って町の環境のこと、地球の環境のことを考えていただきたいとリサイクルの活動を始め

ました。

Q

A

富士河口湖町

リサイクルセンター

(七軒町三丁目公民館) 月～金　午前９時～午後  ４時

土　　　午前９時～午前１１時

日曜・祝祭日　休館

月～木　午前９時～午後  ４時

土　　　午前９時～午前１１時

金・日曜・祝祭日　休館

船津３１６３　

案内図番号①
７２－５３７１

小立

リサイクルセンター

旧日赤病院跡地

健康プラザ北側

小立２４８７

案内図番号②
７３－４０８０

８２－２５５２

大石

リサイクルセンター

(河口湖自然生活館)

大石２５８５－４

案内図番号③
７６－８２３０
(自然生活館)

月～金　午前９時～午後４時

土・日曜・祝祭日　休館

足和田
リサイクルセンター
足和田出張所
駐車場内

長浜１２２０

案内図番号④

７２－３３０５

月～金　午前９時～午後  ４時

土　　　午前９時～午前１１時

日曜・祝祭日　休館

勝山リサイクル・
リユースセンター
(旧勝山村役場跡地)

勝山２９８

案内図番号⑤

７６－７６３６
(塵芥処理場)

富士河口湖町
リユースセンター
(塵芥処理場内)

河口３８５

案内図番号⑥

施設名称 所在地 電話番号 利用可能時間及び休館日

�

�

�

�

�

�

(

(

(

(
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リサイクルセンターに持ち込める資源と出し方は？　（西浜小学校児童から）

　リサイクルセンターへ持ち込める資源には、生ゴミ、空き缶（アルミ缶・スチール缶）、空きビン、ペッ

トボトル、段ボール紙、発泡スチロール（食品トレイを含む）、衣類、牛乳パック、廃食油などの資源ゴミ

を回収しています。

　リサイクルするにあたりそれぞれの資源ごとに出し方のルールが決められていますので、ルールをきちん

と守って出してください。

　　　　　　　　水切りは十分にし、割り箸、ラップ、紙類、ビニール類などは出さないでください。

　　　　　　　　アルミ缶、スチール缶に分けて、中は水で流し、異物は入れないでください。

　　　　　　　　無色透明、茶色、その他に分けて出してください。

　　　　　　　　キャップをはずし中を水洗いし、ラベルをはがして他のプラスチックボトルは混ぜないよう

　　　　　　　　にしてください。ペットボトルキャップを回収しています。ペットボトルからキャップをはず

　　　　　　　　してキャップだけ別にして出してください。

　　　　　　　　テープをはがし、折りたたんでください。

　　　　　　　　　　　　　　　 発泡スチロールとトレイに分けて、汚れを洗い落としてください。

　　　　　　　　再利用できる衣類を出してください。(布団、シーツ、カーテンは粗大ごみとなります。)

　　　　　　　　中を良く洗い流し切り開いて出してください。

　　　　　　　　網で異物を取り除いてください。

　資源の出し方について不明な点がありましたらリサイクルセンターへお気軽にご相談ください。

Q

１年間どのくらいの人が利用して
　　　　どのくらいの資源が集められているのですか？　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石小学校児童から）

Q

A

｢リユース｣ってなんですか？　
　　　　どのように利用できるのですか？　（勝山小学校児童から）

　リユースとは再使用という意味で使われています。一度使用して不要になった物の中には、まだその

まま使える物もたくさんありますので必要とする人にあげたり、フリーマーケットなどで譲ったりしてそ

の物を繰り返し使うことで｢ごみ｣も減らせますし、資源を大切にすることにもなります。

　リユースセンターではそのような不要になつた物を持ち込んだり、必要な方にさしあげていますので、お気

軽にご利用ください。但し、転売等を目的とした利用についてはお断りしています。

Q

A

　平成１９年度に町内すべてのリサイクル・リユースセンターを利用した人と回収された資源の総重量は

　　　　　利用者数　　　　　　１５，７４６人

　　　　　　　回収資源総重量　　 １１４，６００ｋｇ

　　　　　　　見学者数　　　　　　　２，３３２人

　回収された資源の中で重さ順のベスト５は、段ボール、空きビン、ペットボトル、衣類、生ごみの順番です。

一番かさばる資源はペットボトルです。

A

ペットボトル

空きビン

空き缶

生ゴミ

段ボ ール紙

衣類

牛乳 パック

廃食油

発泡スチロール（トレイを含む）
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掲示板 １２月は固定資産税の第３期の納期です。 町への納税は口座振替が便利です

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

（
十
一
月
号
の
続
き
）
さ
て
、
業
種
別
に
は
ど
の
よ
う

な
資
産
が
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ど
の
業
種
に
も
共
通
し
て
考
え
ら
れ
る
資
産
と

し
て
、
次
の
も
の
を
例
示
し
ま
す
。

　
共
　
通
　
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
エ
ア
コ
ン
、
応

　
　
　
　
　
接
セ
ッ
ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
レ
ジ
ス

　
　
　
　
　
タ
ー
、内
装
工
事
、看
板
、自
動
販
売
機
、

　
　
　
　
　
舗
装
路
面
、
カ
ー
テ
ン
、
電
気
配
線
等

　
右
記
の
こ
れ
ら
資
産
は
、
ど
の
業
種
に
も
共
通
し

た
比
較
的
多
い
業
務
用
の
資
産
で
す
。
さ
ら
に
業
種

別
に
細
分
化
し
、
特
に
間
違
え
が
多
い
資
産
に
つ
い

て
例
示
し
ま
す
。

　
製
造
業
　
製
造
設
備
、
旋
盤
、
金
型
、
梱
包
機
等

　
建
設
業
　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
、
大
型
特
殊

　
　
　
　
　
自
動
車
等

　
飲
食
店
　
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
厨
房
用
具
、
カ
ラ
オ

　
　
　
　
　
ケ
機
器
等

　
商
　
店
　
陳
列
棚
、
陳
列
ケ
ー
ス
等

　
理
容
業
　
理
容
用
具
、
美
容
椅
子
、
洗
面
設
備
、
消

　
　
　
　
　
毒
殺
菌
機

　
医
　
業
　
医
療
機
器
（
手
術
機
器
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　
装
置
等
）

　
ア
パ
ー
ト

　
受
・
変
電
設
備
、
発
電
機
設
備
、
蓄
電
池

　
　
　
　
　
設
備
門
・
塀
・
緑
化
施
設
等
の
外
構
工

　
　
　
　
　
事
等

　
ガ
ソ
リ
ン

　
洗
車
機
、
ガ
ソ
リ
ン
計
量
器
、
地
下
タ

　
　
　
　
　
ン
ク
等

　
農
　
業
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
畜
舎
、
ト
ラ
ク
タ

　
　
　
　
　
ー
、
倉
庫
等

　
師
匠
業
　
楽
器
、
花
器
、
茶
器
、
衣
装
等

　
ホ
テ
ル
　
内
装
・
内
部
造
作
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
、
外

　
　
　
　
　
構
工
事
等

　
以
上
の
よ
う
な
資
産
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
号
に
続
く
）

＊
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
来
年
度
の
償
却
資
産
の
申

　
告
用
紙
を
配
布
・
発
送
を
十
二
月
中
旬
に
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
税
の
対
象
と
は 

②

固
定
資
産
研
究

個人住民税の公的年金からの特別徴収が始まります

地方税法の改正により、公的年金を受給される方で、今まで納付書や口座振替でお支払いいただいていた公的年金に係る

個人住民税が、当該年金から天引きされるようになります。このしくみを個人住民税の特別徴収といいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（注･･･個人住民税を納付書や口座振替で納付する方法を「普通徴収」といいます。）

個人住民税の納税義務者のうち、６５歳以上の公的年金の受給者（当該年４月１日に老齢基礎年金等を受

けている方）ただし、次の方は特別徴収の対象となりません。

　・老齢基礎年金等の給付額の年額が１８万円未満である場合

　・当該年度の特別徴収額が老齢基礎年金等の給付額の年額を超える場合

公的年金等にかかる所得に対する個人住民税の所得割額及び均等割額

平成２１年１０月支給分から実施します。

１． 上半期の年金支給月（４月・６月・８月）ごとに、前年度の下半期の特別徴収額の３分の１を仮徴収します

。

２． 下半期の年金支給月（１０月・１２月・２月）ごとに、年税額から当該年度の上半期の特別徴収額を差し引 

　 いた額の３分の１を本徴収します。

＊特別徴収を開始する年度または新たに対象者となった年度は、上半期分を普通徴収により、下半期分を

公的年金からの特別徴収制度の導入

対象者

徴収する税額

対象となる年金

特別徴収の対象

税額と徴収方法

詳しくは富士河口湖町税務課（住民税担当）までお問合せください

年金特別徴収のモデルケース

【年税額６０,０００円の場合】

現　在 ２１年度（または６５歳到達者） ２２年度以降の通常年度

普
通
徴
収

普
通

特
別
徴
収

特
別
徴
収

６月 ６月

８月

１０月
１０月

８月

６月

４月

１２月

２月

１２月

２月

１０,０００１５,０００１５,０００

１５,０００

１５,０００

１５,０００

１５,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

１０,０００

８月

１０月

２月

前年の下半期の１/３ずつを

仮徴収します。

年税額の半分を、６月･８月に普通徴収し、残りの

税額が１０月・１２月・２月に年金から天引きされます。
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[噴火について]

Part 23Part 23Part 23

　火山噴火にはさまざまな現象があります。たくさんの噴火現象がありますが、

主なものを説明します。

溶岩（マグマが地表に噴出したもの）が流れ出たのものです。

冷えると固まり取り除くことが困難なため、埋もれた場所は使えなくなります。噴出直後の

温度は１０００℃もの高温になりますが、流れ出る速度は人が歩く程度です。

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

溶 岩 流

火山灰、溶岩片などが高温のガスとともに高速で山を流れ下る現象です。温度は数百度に

も達し、時速は１００㌔を超えることもあります。
火 砕 流

噴出した大きな岩石です。火口から半径２㌔以内に落ち、大きな噴石では屋根を突き破るこ

ともあります。

２㍉より小さい噴出物です。降灰範囲は風向きや強さに左右されます。

噴 石

火山灰が積もったところに雨が降ると、水と交わり時速５０～６０㌔程のスピードで流れ下り

家などが破壊するほどの力を持ちます。
土 石 流

雪が積もっている季節に火砕流が発生すると、融けた雪と交わり、斜面の土砂までも取り込

みながら時速６０㌔もの高速で流れます。
融雪型火山泥流

火 山 灰

年末の交通事故防止県民運動
平成２０年１２月１日（月）から１２月３１日（水）までの３１日間

１　飲酒運転の根絶と悪質・危険な運転の追放

２　高齢者と子どもの交通事故防止

３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

４　自転車の安全利用の推進

５　早めのライト点灯の徹底と反射材使用の推進

　さらに、初日の出暴走などの暴走行為・不正改造車等はもちろん、

暴走族に声援や身振り、旗などを振って暴走行為を助長する「あおり

行為」をした者にも罰金が科せられることになります。

飲酒運転や暴走行為などの悪質・危険な運転を追放させるため、

家庭、職場、地域ぐるみで「しない・させない運動」を徹底しましょう。

１人ひとりが交通ルールと交通マナーを守り、交通事故を防止して、

明るい新年を迎えましょう。

重点目標

お酒を飲む機会が多くなる時期です。

少しでもお酒を飲んだら「車の運転は絶対にしない！」

まわりの人も「車の運転をする人にはお酒を飲ませない！」

「お酒を飲んだ人には運転させない！」

みんなで「飲酒運転を許さない」環境をつくりましょう。

飲酒運転は絶対にやめましょう!飲酒運転は絶対にやめましょう!



広
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富
士
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１０

「ゆっくり休養　たっぷり睡眠　それが心の栄養源」
「あなたを守りたい　声に出して　SOS」

人はなぜ眠るのか？眠らなければならないのか？
睡眠は人が幸せに、健康に生きてゆくためにとても重要です。

そして、よく眠る・眠れるための環境調整（早寝・早起き・生活文化・家族文化を整える）が

大切です。

人は人生の約１/３を眠って過ごします。平均睡眠時間は平日６.１時間、休日７.３時間です。

　眠り始めて深い眠りになると、大脳から成長ホルモンは分泌されます。浅い眠りでは分泌が減ります。この成長ホ

ルモンは文字どおり「成長･･･身長の発育」・「エネルギーパワーの源」・「幸福感を高める」「情緒の安定」の作用が

あり、発達・成長期の子どもたちに多く分泌されますが、大人になっても分泌が持続されます。

　また、午前中の大脳の高い活動性があって、約12時間後に「脳内ホルモン＝メラトニン」が分泌され、夜の深い眠り

を導き「生活リズム・身体リズム」が作られます。

睡眠は発達･成長期の子どもでは、特に重要!!

　睡眠障害の多くは不眠症です。軽度のものから重度のものまで、ストレスや生活リズムの乱れからきます。軽度で

は生活の自己管理を見直すことで解消できます。また重度では専門家の診察を受け薬に頼らねばなりません。

　「眠れない」と焦る必要はありません。焦ることでストレスとなり、かえって睡眠を阻害することになります。変に睡

眠の常識に捉われることなく自然に眠くなるのを待ちましょう。

「眠れない！」･･･現代社会を生きる人々は、睡眠障害に悩んでいる

　「睡眠覚醒リズム」の乱れた、昼夜逆転した生活になじんだ若者の多くに「眠れない状態」から「うつ」を招き、睡眠

薬を内服する若者が多くなっています。睡眠障害で治療を受けずに睡眠薬を飲んでいる人のうち、３割に「うつ症状」

が見られます。必ず、専門家の診察を受けましょう。

　未然に防ぐためにもまずは、睡眠リズムを取り戻す規則正しい生活をはじめることをお勧めします。

若者に影響！！　　　うつ状態から睡眠薬へ

　大脳が発達する小学生がテレビ・ゲーム・塾等で夜更かし型が増え、睡眠時間が減少していて、大脳の働きである記

憶・学習・言語等に影響し、学校で集中力や学力が低下しているようです。

　また、テレビ･ゲーム等は大脳に過剰な興奮をもたらしています。

これらから「現実世界」と異なる「仮想世界」における暴力・殺人などは子どもたちには区別が付かないままに大脳に

取り込まれ、現実世界において共感性が乏しい、切れやすい子どもの状態・現状に至っているのです。

生活リズムの乱れから子どもの睡眠障害や学力低下が起こる？

大脳の発達（記憶）

大脳の休養

生活リズム

身体リズム

健康・幸福感

情緒の安定

睡　眠

身長の発育

身体の休息

メラトニン

成長ホルモン

　子どものために、睡眠環境調整（早寝・早起きの生活リズム、テレビ・ゲームの視聴時間）をき

ちんとすることは親・家族・大人の役割です。
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都
市
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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-
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町
営
住
宅
『
大
嵐
団
地
』
入
居
者
募
集

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
　
　
『
標
語
・
俳
句
・
川
柳
』
を
募
集
し
ま
す
。

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
大
嵐
地
区
に
あ
り
ま
す
町
営
住
宅
大
嵐
団
地
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

1 

大
嵐
住
宅
の
概
要

　
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
オ
ー
ル
電
化
仕
様

　
・
２
Ｄ
Ｋ
（
５
８
・
２
㎡
）・
駐
車
場
２
台

２ 

募
集
戸
数 

 

１
戸

３ 

住
宅
の
家
賃
等

　
〇
家
賃
　
2
2
9
0
0
円
～
3
7
9
0
0
円
程
度

　
〇
敷
金
　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

　
〇
そ
の
他
　
共
益
費
が
か
か
る
場
合
あ
り
。

４ 

入
居
資
格
　

　
（
１
）
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
で
、
住

　
　
　
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
。（
原
則
、

　
　
　
持
ち
家
の
あ
る
方
、
公
営
住
宅
な
ど
に
居
住
及
び

　
　
　
過
去
に
公
営
住
宅
を
不
正
に
使
用
し
た
方
は
申
し

　
　
　
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

　
（
２
）
入
居
を
申
し
込
ま
れ
る
世
帯
の
収
入
が
法
及
び
条

　
　
　
例
に
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。(

世
帯
全

　
　
　
員
分
の
合
計
の
月
額
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
　 

 

※
同
居
親
族
が
人
数
等
に
よ
り
控
除
が
あ
り
ま
す
の

　
　
　 

で
詳
細
は
都
市
整
備
課
ま
で)

　
（
３
）
同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
を
含
め
て
、
税
金
及
び

　
　
　
使
用
料
等
の
納
付
義
務
の
あ
る
税
及
び
使
用
料
等

　
　
　
の
滞
納
が
な
い
方
。

　
（
４
）
現
に
同
居
し
又
は
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

　
　
　
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
（
５
）
連
帯
保
証
人
は
富
士
河
口
湖
町
在
住
の
方
２
名
。

　
（
６
）
そ
の
者
又
は
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ

　
　
　
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　
　
　
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

　
　
　
で
な
い
こ
と
。

　
（
７
）
そ
の
他
　
法
令
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
方
。

５ 

申
込
方
法
及
び
必
要
書
類

　
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
な
書
類
を
そ

　
ろ
え
て
受
付
期
間
内
に
都
市
整
備
課
に
申
し
込
み
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　
【
申
込
み
時
に
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
】

　
�
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

　
�
世
帯
全
員
住
民
票

　
�
所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
分
）

　
�
納
税
証
明
書
（
平
成
19
年
度
）

　
�
連
帯
保
証
人
の
保
証
能
力
を
証
す
る
書
類
（
所
得
証 

 

　
　
明
書
２
名
分
）

　
�
戸
籍
謄
本
（
母
（
父
）
子
世
帯
の
方
）

　
�
婚
約
証
明
書
（
婚
約
者
と
入
居
申
込
さ
れ
る
方
）

　
※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
、
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
い

　
　
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

6 

入
居
開
始
日
　
平
成
21
年
２
月
頃
か
ら
（
予
定
）

7 

入
居
申
込
受
付
期
間
及
び
場
所

　
　
平
成
20
年
12
月
15
日
（
月
）
～
平
成
21
年
１
月
16
日
（
金
）

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
日
曜
・
祭
日
及
び
昼

　
休
み
の
12
時
か
ら
１
時
の
間
は
除
く
）
の
間
に
、
町
役
場

　
都
市
整
備
課
へ
直
接
提
出
（
郵
送
等
不
可
）

●
問
合
先
　
町
都
市
整
備
課
（
℡
72
‐
１
９
７
６
）

　
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現

を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
「
標
語･
俳
句
・
川
柳
」
を
皆
さ

ん
か
ら
大
募
集
し
ま
す
。

★
家
族
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
う
、

　
愛
情
あ
ふ
れ
た
家
庭

★
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町

　
づ
く
り

★
男
と
か
女
と
か
で
は
な
く
、「
私
ら
し
く
生
き
る
」
っ
て

　
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

　
な
ど
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
内
容
の
も
の
を
考
え
て

　
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
　
１
月
31
日
（
土
）
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
住
所･

氏

　
　
　
　
　
　
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う

　
　
　
　
　
　
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

＊
各
地
区
出
張
所
で
も
受
付
し
ま
す
。

■
審
査
方
法
及
び
発
表
　

　
※
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
入

　
　
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
※
入
賞
作
品
は
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
行
事
や
広
報
活

　
　
動
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
※
応
募
作
品
の
著
作
権
及
び
使
用
権
は
町
に
帰
属
し
ま

　
　
す
。

＊
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

＊
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

■
応
募
先
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
５
４
番
地

　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　F

A
X

73-

１
３
５
８

　●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
　
男
女
共
生
・
国
際
係

　
　
　
　
　T

E
L

72-

６
０
５
３
　F

A
X

73-

１
３
５
８

E
-
m
a
i
l

：s
y
o
u
g
a
i
-
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p

 
 

本
格
的
な
寒
さ
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
ク
リ

ス
マ
ス
も
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
栄
養
・
食
生
活
専
門
部
会
で
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
身
近
な
食
材
を
使
っ
た
簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス
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報
富
士
河
口
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１２

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

観
光
立
町
推
進
基
本
計
画
　

　
　
　
　
ゾ
ー
ン
別
懇
話
会
の
開
催
に
つ
い
て

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定

収
集
日
の
休
日
に
伴
う
代
替
収
集
に
つ
い
て

ゾーン名 該当地区 会　　場 月　日

湖畔湖水ゾーン 西湖地区 西湖公民館 12月１２日（金）
　午後７時～９時

まきばゾーン 富士ヶ嶺
地区

上九一色コミュニティセンター
多目的ホール

12月１９日（金）
　午後２時～４時

まちなかゾーン 船津地区
浅川地区

町役場　
コンベンションホール

12月１６日（火）
　午後７時～９時

河口地区
大石地区
長浜地区

町役場　
コンベンションホール

12月１５日（月）
　午後７時～９時

小立地区
勝山地区
大嵐地区

勝山ふれあいセンター
２階研修室

12月１８日（木）
　午後７時～９時

精進地区
本栖地区

精進活性化センター 12月１９日（金）
　午後７時～９時

料
理
。
シ
ン
プ
ル
な
料
理
を
つ
く
る
中
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

応
募
資
格
は
「
町
内
在
住
の
男
性
」
で
あ
る
こ
と
の
み
。
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
12
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
（
予
定
）

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

調
理
室

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

　
　
　
　
　
も
の
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル
・
ス
リ
ッ
パ
・
筆
記

　
　
　
　
　
用
具
・
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

■
締
切
り
　
12
月
11
日
（
木
）（
参
加
費
用
は
無
料
！
）

●
申
込
先
　
町
役
場 

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
72
‐
６
０
３
７
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　 

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

　
広
報
９
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
健
康
づ
く
り
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

　
「
運
動
だ
！
　
思
い
た
っ
た
が
始
め
ど
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

（
三
浦
　
俊
　
西
湖
南
）

　
「
運
動
は
、
健
康
と
笑
顔
を
届
け
る
宅
配
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 

（
佐
々
木
利
彦
　
河
口
）

　
「
健
康
に
暮
ら
せ
る
心
と
体
に
、
ま
ず
、
感
謝
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　（
佐
々
木
利
彦
　
河
口
）

　
「
メ
タ
ボ
の
友
人
か
ら
や
せ
て
る
ね
、

　
　
　
信
じ
て
油
断
、
私
も
メ
タ
ボ
の
仲
間
入
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

　(

原
　
麗
古
　
船
津)

　
「
健
康
診
断
　
つ
れ
（
友
）
を
誘
っ
て
行
く
べ
ー
じ
ゃ
ん
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
（
中
村
義
朗
　
河
口
）

　
「
歯
磨
き
、
健
診
、
丈
夫
な
歯
、
元
気
な
体
の
基
礎
と
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

（
梶
原
久
和
枝
　
大
石
）

　
「
禁
煙
、
あ
き
ら
め
な
い
で
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

（
大
石
和
子
　
勝
山
） 

◎
以
上
７
作
品
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

や
健
康
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
昨
年
４
月
に
施
行
し
た
「
富
士
河
口
湖
町
観
光

立
町
推
進
条
例
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
観
光
立
町
の

実
現
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
の
「
富
士
河
口
湖
町
観
光
立
町
推
進
計
画
」
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
基
本
計
画
に
盛
り
込
む
施
策
内
容
に
つ
い

て
町
民
の
皆
様
に
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
以

下
の
日
程
で

ゾ
ー
ン
別
懇

話
会
を
開
催

し
ま
す
。
該

当
す
る
地
区

に
お
住
ま
い

の
方
は
ど
な

た
で
も
参
加

可
能
で
す
の

で
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
12
月
10
日
は
、「
人
権
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
「
人
権
デ
ー
」
と

い
う
の
は
、
昭
和
23
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
日
で
、

今
年
は
そ
れ
か
ら
60
年
の
節
目
に
当
た
る
年
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本
年
も

12
月
４
日
か
ら
「
人
権
デ
ー
」
の
10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「

人
権
週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
皆
様
に
人
権
の
尊
重
を
呼
び

か
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
２０
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

　
　
　
「
世
界
人
権
宣
言
６０
周
年
」

　
　
　
　
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
　

　 

ー
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
い
の
な
い
命
を
大
切
に
ー

■
特
設
人
権
相
談
所

　
・
12
月
10
日(

水)

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
・
町
役
場
1
階
1
0
4
会
議
室

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
基
づ
き
、
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
表
記
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
集
日
が
休

日
の
場
合
は
、
代
替
収
集
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
、
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
12
月
23
日
（
火
）
休
日
の
代
替
は
、
12
月
24
日
（
水
）
に

　
収
集
し
ま
す
。

◎
対
象
　
船
津
・
浅
川
・
上
九
一
色
地
区
の
燃
え
る
ご
み

※
な
お
、
来
年
の
休
日
代
替
収
集
日
は
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ

　
ー
に
表
記
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
ご
み
を

　
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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１３

年末・年始休みのお知らせ

ステーション収集（●燃えるごみ＆■燃えないごみ）について・・・

ごみ処理施設への持ち込みについて・・・

　年末・年始は、各処理施設が休みとなりますので「ごみ」は収集しません。絶対にステーションへは出さないで

ください。

　ステーション収集は、町のカレンダーに掲載のとおり実施しますので、お間違えのないようご協力ください。

全地区共通 富士吉田市環境美化センター
年末　１２月２６日（金）午後３時まで

年始　　１月　５日（月）午前９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

●燃えるごみ

全地区共通 富士河口湖町じん芥処理場
年末　１２月２９日（月）午前１１時まで

年始　 １月 ５日（月）午前９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

◆粗大ごみ

河   口   湖 富士河口湖町じん芥処理場

問合先　町役場健康増進課 (TEL 72-6037)

年末　１２月２９日（月）午前１１時まで

年始　 １月 ５日（月）午前９時から

勝山・足和田
上九一色

青木が原ごみ処理組合
　　　大和田清掃センター

年末　１２月２９日（月）午後３時まで

年始　　１月　５日（月）午前９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

■燃えないごみ

全地区共通

年末　１２月２９日（月）午前１１時まで

年始　 １月 ５日（月）午前 ９時から

山梨紙業カワグチコ

各リサイクルセンター
富士河口湖町リユースセンター

年末　１２月３１日（水）午後 ３時まで

年始　　１月　５日（月）午前１０時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

★資源物

※年末・年始の休み中は、長期にわたって収集できませんので、各家庭において保管していただくなどステーション

　へは出さないでください。

年末年始の営業について、下記のとおり行いますので、ご利用ください。

１２月２８日 午前１０時～午後６時（日）

１２月２９日 午前１０時～午後５時（月）

１２月３０日 （火）

１２月３１日 （水）

１月  １日

休 館

休 館

平 常 営 業

休 館（木）

１月  ２日 午前１０時～午後５時（金）

１月  ３日 午前１０時～午後５時（土）

１月  ４日 （日）

芙　蓉　の　湯 

１２月２８日 午前１０時～午後６時（日）

１２月２９日 （月）

１２月３０日 （火）

１２月３１日 （水）

１月  １日

休 館

休 館

休 館

平 常 営 業

（木）

１月  ２日

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

（金）

１月  ３日 （土）

１月  ４日 （日）

健　康　プ　ラ　ザ 

 芙蓉の湯・健康プラザをご利用の皆さんへ
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１４

みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】 お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

地元健康科学大学で予防医学の専門家である金先生をお招きし、

健康についての楽しいお話と実践をします。ご家族、ご友人、ご兄

弟、ご夫婦でお越し下さい。

　富士河口湖町内の歴史や文化財を解説し、「郷土の原風景」を探る講座の全8回シリーズの第７回目を開催します。今回は近世（江戸時代

）の郡内地方と八代郡の一部にスポットを当て、甲斐国志の村絵図などの資料を使用して富士河口湖町の歴史を紹介します。

フェルトの原毛を針でちくちく刺しながら形をつくり、木の実と一

緒にリースを作ります。

歴史・文化財講座 の御案内「郷土の原風景」「郷土の原風景」「郷土の原風景」

日　程：１２月１６日（火）

時　間：午後７時１５分～８時３０分

場　所：中央公民館ホール

対　象：町内在住の中学生以上の方

持ち物：タオル、水分、動きやすい服装

参加費：無料

講　師：健康科学大学　准教授　金信敬先生

定　員：３０名

日　程：１２月１０・１７日（水）

時　間：午前１０時～

場　所：中央公民館　第1研修室

材料費：５００円程度

講　師：三枝　延宣さん

定　員：１０名

　　　（定員になり次第しめきります。）

日　時　１２月１７日（水）　午後７時より

場　所　中央公民館　視聴覚室

参加費　無料

定　員　２５名（申込み不要）※講座ごとの聴講も可能です。

お問合せ：富士河口湖町教育委員会生涯学習課【℡７２－６０５３】

日　時

場　所

成人者のつどい成人者のつどい成人者のつどい平成20年度

平成２１年１月１１日(日)　午前９:３０受付　１０:００開式

勝山ふれあいセンター　さくやホール

＊ 対象者（1988年4月2日から1989年4月1日生まれ）の方には案内状を発送いたします。

金 先 生 の 健 康 法金 先 生 の 健 康法金先生の健康法 ニードルフェルトと木の実の

リース作り教室リース作り教室

第７回　近世（江戸時代）　幕藩体制下の都留郡・八代郡
＜講師：杉本悠樹・渡辺勇祐（生涯学習課　文化財担当）＞

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談
(新津小児科「親と子の相談室」カウンセラー)

川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談

日　時：1月２４日（土）午後１時３０分～４時３０分

場　所：富士河口湖町中央公民館

対　象：幼児から中学生までの子と保護者

＊ 相談希望者は予約が必要です。生涯学習課までご連絡下さい。

＊ 相談内容、個人情報等は一切厳守いたします。

＊予約が必要です。相談を希望される方は、

　生涯学習課までご連絡ください。

●12月の相談日●
12月10日（水）、12月24日（水）

●1月の相談日●
1月14日（水）、1月28日(水)

時間：午後１時３０分～　場所：中央公民館

●個別相談●


